
「とくしまマラソン２０２４警備業務」 

公募型プロポーザル 募集要項 

 

 

 令和６年３月２４日 （日）に開催する「とくしまマラソン２０２４」（以下「大会」とい

う。）において、円滑な交通規制の実施及び効果的な迂回路案内等を行うにあたり、警備に

関する専門的・実用的な技術・知識を持った事業者を選定することを目的とする。 
 

１ 業務概要 

（１）業務名 

  「とくしまマラソン２０２４警備業務」 

（２）業務内容 

  詳細は別添の「とくしまマラソン２０２４警備業務」仕様書（以下、 「仕様書」という。）

のとおり。 

（３）履行期間 

  契約締結日から令和６年３月２５日（月）まで 
（４）見積限度額 

  １８，０００，０００円（消費税及び地方消費税相当額を含む） 

 

２ 参加資格要件 

（１）単独企業による参加 
   次に掲げる条件をすべて満たす者であること 

  ア 徳島県内に本社または営業所等を有する法人または個人事業主であること。 

イ 警備業法（昭和４７年法律第１１７号）及び警備業法施行規則（昭和５８年総理府

令第１号）による認定を受けている業者であること。 
ウ 過去５年以内に、交通規制を伴うようなスポーツイベント等、類似業務の実績があ

ること。 
  エ 次の（ア）から（コ）までのいずれの事項にも該当しないこと。 

   （ア）地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定に該 

     当する者。 

   （イ）地方自治法第２４４条の２第１１項の規定により徳島県又は他の地方公共 

     団体からの指定の取消しを受け又は当該処分の日から起算して２年を経過し 

     ない者。 

   （ウ）徳島県物品購入等に係る指名停止等措置要綱に基づく指名停止の措置の対 

     象となっている者。 
（エ）暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第     

７７号）第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）又はその構成員     

（暴力団の構成団体の構成員を含む。）若しくは暴力団の構成員でなくなった     

日から５年を経過しない者（以下「暴力団の構成員等」という。）の統制下に     

ある団体。 



   （オ）会社更生法(昭和１４年法律第１５４条）に基づく更生手続開始の申立て、     

民事再生法（平成１１年法律第２２５号）に基づく再生手続開始の申立て又は     

破産法（平成１６年法律第７５号）に基づく破産手続開始の申立てがなされた     

者。 

   （カ）私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律（昭和２２年法律第５４

号）第３条又は第８条第１項第１項に違反するとして、公正取引委員会又は関

係機関に認定された日から２年を経過しない者。 

   （キ）徳島県の県税（法人事業税・法人県民税等）、法人税、地方法人特別税、 

     消費税及び地方消費税並びに延滞金等を滞納している者。 

   （ク）労働基準法をはじめとする労働関係法令を遵守していない者。 

   （ケ）役員(法人の監査役及び監事を含む。)のうちに、次のいずれかに該当する者     

がいる団体。 

     ａ 破産者で復権を得ない者 

     ｂ 禁錮以上の刑に処せられ、その刑の執行を終わり、又はその刑の執行を 

       受けることがなくなった日から２年を経過しない者 

   （コ）特定の政治活動又は宗教活動等を主たる目的とする団体、公序良俗に反する     

等適当でないと認められる者。 

（２）共同企業体による参加 

      次に掲げる要件を全て満たす者であること。 

  ア 代表企業が（１）に掲げる要件を全て満たす者であること。 

  イ 代表企業以外の構成企業が（１）に掲げるアを除く要件を全て満たす者であるこ

と。 

  ウ 代表企業以外の構成企業の選定については、過去の活動実績や所有する能力を勘

案すること。 

  エ 代表企業は適格な業務遂行のため、構成員の信頼と協調の下、円滑に運営できる

実施体制を構築すること。 

 

３ スケジュール 

  令和５年１２月２２日（金）公募開始 

  令和６年１月５日（金）質問受付締切 
  令和６年１月１２日（金）参加申込書提出締切 
  令和６年１月１９日（金）企画提案書等提出締切 

  令和６年１月２６日（金）審査結果通知 

              受託候補者との協議、契約締結 

 

４ 参加にかかる手続等 
（１）参加申込書の提出方法 
  ① 提出期限 

    令和６年１月１２日（金）１７時（必着） 

  ② 提出書類（共同企業体での参加の場合は、ウ～オを構成企業全員が提出すること） 



    ア 参加申込書（様式第１－１号又は様式第１－２号）･･･１部 

    イ 共同企業体協定書 兼 委任状（様式第２号）･･･１部 

      ※共同企業体として参加する場合のみ 
ウ 誓約書（様式第３号）･･･１部 

エ 法人の場合は登記簿謄本（履歴事項全部証明書）･･･１部 

      ※個人事業主の場合は開業届のコピー 

    オ 直近の納税（国税及び県税）証明書･･･１部 
      （未納がないことを証明するもの） 
  ③ 提出方法 
    １０に示す場所に持参又は郵送（書留郵便に限る） 
    ※持参の場合は、９時から１７時までの間に、とくしまマラソン実行委員会事務局

（以下、「事務局」）という。）に提出すること（土日、祝日を除く）。 

（２）企画提案書等の提出方法 

  ① 提出期限 
    令和６年１月１９日（金）１７時（必着） 
  ② 提出書類 
    ア 企画提案書（様式４号）･･･５部 

    イ 経費見積書（様式自由）･･･５部 

      ※経費の内訳詳細が分かるものを添付すること 

  ③ 提出方法 
    １０に示す場所に持参又は郵送（書留郵便に限る） 
    ※持参の場合は、９時から１７時までの間に、事務局に提出すること（土日、祝日

を除く）。 

（３）プロポーザルの辞退について 

「参加申込書」提出後にプロポーザル参加を辞退する場合は「参加辞退届出書（様式

第５－１号又は第５－２号）」を１月１９日（金）１７時までに提出すること。 

 

５ 質疑応答 

（１）質問の受付期間 

  １２月２２日（金）～１月５日（金）１７時まで 

（２）質問の提出方法 

  当該募集に係る質問は、様式第６号により、電子メールで提出すること。 

（３）質問の内容 

  原則として、当該業務に係る条件や提案手続きに関する事項に限る。 

（４）質問に対する回答 

１月１０日（水）までに「とくしまマラソン」ホームページへの掲載を行う。 
 

６ 対象となる経費 

（１）人件費（当該業務に直接従事する者） 
（２）車両（サインカー）に係る経費（車両の借上費用、燃料費） 



（３）消耗品費（当該業務の実施に直接必要な物品の製作または購入に要する費用） 

（４）会議費（業務の実施にかかる検討・調整のために実施する打合せや会議等にかかる費

用） 

（５）その他事業実施のため必要と認められる経費（ただし、不動産の購入、修繕経費 

   （土地建物）や、汎用備品等の機械・器具購入費、その他事業計画と関連性がない経費

は対象外） 

（６）一般管理費 （間接部門・管理部門の人件費、減価償却費、交通・通信費、その他、事

業を行うために必要な経費の中で、証憑による照合が困難な経費） 

 

７ 提案に関する留意事項 

（１）提案者がプロポーザルに要した費用は、提案者が負担するものとする。 

（２）提出書類は理由の如何を問わず返却しない。 

（３）無効となるプロポーザル 

ア 提出書類の提出先、提出期限、提出方法が募集要項の規定に適合しないもの。 

  イ 提出書類に提案と関係ない事項の内容が記載されているもの。 

  ウ 提出書類に虚偽の内容が記載されているもの。 

  エ 審査の公平性を害する行為があったもの。 

  オ その他、提案に当たり著しく信義に反する行為等があると認められるもの。 

（４）提案は１者につき１件とする。また、共同企業体の構成団体として参加している事業

者においても、本業務の他の提案者（共同企業体の構成団体を含む。）となることはで

きない。 

（５）提出された提出書類の差し替え及び再提出は、原則認めない。 

（６）提出書類は、提案者に無断で二次的な使用は行わない。 

（７）原則として、本業務の全部又は一部を第三者に委託し又は請け負わせてはならない。 
ただし、業務を効率的に行う上で必要と認められる場合、事前に実行委員会の承諾を得

た上で、業務の一部を委託することができる。 

（８）提出する資料に用いる言語、通貨及び単位は、日本語、日本国通貨、日本の標準時

及び計量法（平成４年法律第５１号）の定める単位とする。 

（９）人件費等経費の積算に当たっては、地域の水準等を踏まえ適正な価格で積算するこ

と。 

（10）災害、公衆衛生に関わる緊急事態等により、不測の事態が生じた場合は、本件に関す

る手続きを延期・中止することがある。 

 

８ 審査基準等 

（１）審査の方法 

  提出された企画提案書をもとに、 「とくしまマラソン２０２４警備業務」に係る委託業

務受託候補者選定委員会（以下「選定委員会」という。）において、書面による審査を行

う。総合得点の最も高い提案者を、当該業務の受託候補者とする。（提案者が１者であっ

た場合は、企画提案書の適否を評価する。）なお、必要に応じて提案者に説明を依頼する

場合がある。 



（２）審査について 

  審査委員が次の評価基準に基づき採点を行い、各委員の採点の合計点が最も高い者を

受託候補者、次に高い者を次点者に選定する。また、得点が同点となった場合には、審査

委員の協議により決定することとする。 

  なお、得点が最も高い提案者においても、合計点の６割に満たない場合は、受託候補者

として選定しない場合がある。 

評価項目 評価基準 

実施計画 

・当業務における趣旨が理解され、円滑で総合的な安全対策を取り入れた

計画ができているか。 

・参加者が安心して参加できる実施計画になっているか。 

・通行車両、歩行者等がスムーズに迂回できるような実施計画になってい

るか。 

・苦情、急病、怪我等に対する危機管理計画は十分か。 

業務実績 
過去５年以内に交通規制を伴うようなスポーツイベント等、類似業務の

実績があるか。 

実施体制 

・円滑に業務を遂行するための指揮命令系統が構築できているか。 

・円滑に業務が進められる警備員の確保ができているか。 

・警備員に対する交通誘導等の研修が実施されているか。 

見積金額 見積書の所要経費の内容や金額は妥当なものとなっているか。 

（３）審査結果の通知及び公表 

  審査結果は選定後、速やかに提案者に通知するとともに、受託候補者の名称等を「とく

しまマラソン」ホームページ上で公表する。 
（４）審査結果に対する異議申し立ては受け付けない。 

 

９ 契約の締結について 

（１）受託候補者を当該業務に係る随意契約の相手方とするが、契約手続きを完了するまで

契約関係を生じるものではない。また、業務の実施に際しては、提案内容をそのまま実

施するものではなく、選定後に受託候補者と実行委員会が協議・調整を行った上で、双

方が合意に至った場合に契約を締結する。 

（２）受託候補者との協議が整わなかった場合は、選定委員会において次点となったものを

受託候補者とし、契約内容についての協議等を行った上で、契約を締結する。 
（３）協議が整った場合は、受託候補者から改めて見積書を徴収し、内容を審査の上、委託

契約を締結する。 

（４）本業務の実施にあたり、実行委員会は委託契約期間中、業務の進捗状況について、  

必要に応じて受託者に報告を求めることができるものとし、その状況に応じて業務内  

容の見直しについて、受託者と協議できるものとする。 

（５）受託者は、本業務の実施に当たって知り得た秘密を他に漏らし、または自己の利益  

のために利用しないこと。また、成果品及び業務履行過程で得られた記録を第三者に  

閲覧させ、複写又は譲渡しないこと。但し、委託者の許可を得た場合はこの限りでは  



ない。 

（６）受託者が委託業務を行うに当たって、個人情報を取り扱う場合は、個人情報の保護に

関する法律及び関連法令等に基づき、その取扱いに十分留意し、漏えい、滅失及びき損

の防止その他個人情報の保護に万全を期すこと。 

（７）受託者が委託契約締結後、受託者の都合により委託業務を辞退する場合、業務委託

料の１０分の５に相当する額を違約金としてとくしまマラソン実行委員会が指定す

る期間内に支払わなければならない。 

 

10 書類提出先及び問い合わせ先 

  〒７７０－８５７０ 徳島県徳島市万代町１－１ 

  とくしまマラソン実行委員会事務局 
徳島県万代庁舎５階 にぎわいづくり課内 

  メールアドレス：hashiru_ahoo@circus.ocn.ne.jp 
  電話番号：088-621-2150 ※9:00～17:00（土、日、祝を除く） 


